
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 80 （回答者数） 15

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
新人職員への教育や研修を充実させ、全ての職員が多角的に

生徒さんを見ることが出来るようにする

2
相談やトラブルは事例として記録し、同様の内容の際には迅

速に対応できるよう務める

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業所内の課題を事業所内だけで解決しようとせずに、必要

に応じて外部機関との連携を図りながら支援を行っていく

2
生徒さんのコミュニケーションの場の提供の観点からも、地

域との交流ができるイベントの企画方法を模索する

3

職員間の連携
日々のミーティング等で職員から挙がった情報を教室内で精査

し、支援につなげることが出来ている

迅速な対応
相談やトラブルがあった際には、即座にテーブルに上げて回答

が出来るようにしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部機関との連携不足
必要な連携は行っているが、積極的な連携が取れていないこと

がある

支援コミュニティの規模 地域との交流の機会を作ることが出来ていない

2026年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 療育支援エフ　　　　次郎丸教室

○保護者評価実施期間
2026年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


